
���
敬
称
略

���

順
不
同

十
一
月
二
十
二
日
、
午
後
一

時
三
〇
分
、
東
京
・
日
比
谷
野

外
音
楽
堂
に
全
国
か
ら
四
十
八

県
連
・
組
合
六
、
六
〇
〇
人
の

仲
間
が
参
集
し
、
来
年
度
予
算

要
求
満
額
確
保
に
向
け
て
各
省

庁
へ
要
請
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
、
伊
藤

中
央
執
行
委
員
長
が
「
情
勢
は

厳
し
い
が
満
額
確
保
に
向
け
て

全
国
の
仲
間
に
よ
る
一
致
団
結

し
た
力
で
乗
り
越
え
よ
う
」
と

あ
い
さ
つ
。

来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
、
高
木

義
明
衆
議
院
議
員
、
渕
上
貞
雄

参
議
院
議
員
他
か
ら
、
連
帯
激

励
の
あ
い
さ
つ
を
も
ら
い
、
東

京
駅
周
辺
ま
で
デ
モ
行
進
を
行

い
ま
し
た
。

長
崎
の
代
表
団
四
人
（
相
川

副
委
員
長
、
北
村
書
記
長
、
舩

津
常
務
、
池
田
主
任
）
は
、
厚

生
労
働
省
・
保
険
局
の
交
渉
団

に
入
り
ま
し
た
。

保
険
局
国
保
課
か
ら
は
神
田

課
長
を
含
め
三
人
が
対
応
。
全

建
総
連
か
ら
は
折
谷
副
委
員
長

を
団
長
に
五
十
七
人
が
出
席
。

要
請
書
を
渡
し
、
国
保
組
合

へ
の
特
別
助
成
二
百
八
十
一
億

円
に
、
特
定
健
診
等
補
助
金
二

十
四
億
八
千
万
円
を
合
わ
せ
た
、

特
別
助
成
等
三
百
五
億
八
千
万

円
の
満
額
確
保
を
訴
え
ま
し
た
。

保
険
者
の
一
元
化
に
つ
い
て
、

神
田
課
長
は
「
現
在
、
厚
労
省

の
医
療
保
険
部
会
で
被
用
者
保

険
間
の
財
政
調
整
が
議
論
さ
れ

て
い
る
が
、
被
用
者
保
険
と
国

保
の
統
合
を
議
論
し
て
は
い
な

い
」
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
助
成
等
の
満
額

確
保
へ
向
け
た
財
務
省
と
の
交

渉
に
つ
い
て
、
特
別
助
成
の
中

に
あ
る
特
定
保
険
指
導
体
制
の

整
備
に
要
す
る
経
費
を
補
助
す

る
生
活
習
慣
病
予
防
事
業
分
七

億
円
の
確
保
が
厳
し
い
事
を
強

調
。ま

た
、
来
年
四
月
か
ら
の
特

定
健
診
・
保
健
指
導
や
高
齢
者

医
療
制
度
に
よ
り
、
費
用
負
担

が
増
え
る
た
め
の
対
応
に
つ
い

て
は
、「
高
齢
者
医
療
制
度
の

各
保
険
者
の
影
響
額
を
最
終
的

に
精
査
し
て
お
り
、
新
し
い
指

数
を
示
し
て
い
き
た
い
。
精
査

が
終
わ
っ
た
後
、
必
要
策
に
付

い
て
は
皆
さ
ん
と
も
相
談
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
」
と

の
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、
都
道
府
県
か
ら
の
特

定
健
診
・
保
健
指
導
の
補
助
を

求
め
る
運
動
に
つ
い
て
は
、「
東

京
都
が
予
算
計
上
し
た
の
で
あ

れ
ば
一
歩
前
進
だ
。
こ
れ
か
ら

国
保
課
と
し
て
都
道
府
県
の
状

況
を
把
握
し
て
い
き
た
い
。」

と
回
答
。

最
後
に
は
、神
田
課
長
が「
必

要
な
予
算
を
皆
さ
ん
の
力
を
借

り
な
が
ら
確
保
し
て
い
き
た

い
」
と
決
意
表
明
を
し
、
そ
れ

に
対
し
参
加
者
一
同
拍
手
を
し
、

一
層
の
奮
闘
を
お
願
い
し
ま
し

た
。概

算
要
求
満
額
確
保
に
向
け

み
ん
な
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

一
二
〇
名
の
仲
間
が
、安
全
を
誓
う
�

労
働
安
全
推
進
大
会
﹇
長
崎
・
県
央
地
区
﹈

労
災
事
故
撲
滅
﹇
安
全
功
労
で
十
名
表
彰
﹈

十
一
月
九
日
�
に
ウ
ェ
ル
シ

テ
ィ
長
崎
（
長
崎
厚
生
年
金
会

館
）
に
於
い
て
「
建
設
長
崎
労

働
安
全
推
進
大
会
」
が
、
総
勢

一
二
〇
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
安
全
大
会
は
長
崎
・
県

央
地
区
と
県
北
地
区
が
隔
年
お

き
に
開
催
す
る
も
の
で
、
今
年

は
長
崎
県
央
地
区
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

大
会
の
前
に
記
念
公
演
を
行

い
「
木
造
住
宅
建
築
工
事
に
お

け
る
安
全
対
策
」
と
題
し
て
、

長
崎
労
働
局
労
働
基
準
局
安
全

衛
生
課
地
方
産
業
安
全
専
門
官

の
篠
崎
成
吾
氏
よ
り
講
演
が
あ

り
県
内
の
労
災
事
故
の
発
生
数

や
建
設
業
で
の
災
害
事
例
の
説

明
が
あ
り
、
皆
さ
ん
熱
心
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
労
災
事
故
で
お

亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
へ
の

黙
祷
後
、
金
子

執
行
委
員
長
よ

り
、
現
場
災
害

の
撲
滅
を
図
る

為
の
安
全
意
識
高
揚
の
大
切
さ

を
訴
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、「
労
働
安
全
功
労

賞
」
の
表
彰
を
行
い
、
各
支
部

か
ら
推
薦
さ
れ
た
十
名
の
事
業

所
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
浦
上
西
支
部
古
川
支

部
長
よ
り
「
安
全
の
誓
い
」
が

宣
言
さ
れ
皆
さ
ん
の
拍
手
で
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

本
大
会
で
表
彰
さ
れ
た
安
全

功
労
賞
の
受
賞
者
は
左
記
事
業

所
で
す
。

組
合
で
は
、
長
建
国
保
の
運

営
に
欠
か
せ
な
い
平
成
二
十
年

度
国
保
助
成
金
（
補
助
金
）
の

満
額
確
保
に
向
け
、
組
合
員
・

家
族
の
皆
様
に
ハ
ガ
キ
要
請
の

取
り
組
み
を
お
願
い
し
た
と
こ

ろ
、
一
万
八
千
七
十
六
通
の
要

請
ハ
ガ
キ
を
集
約
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
特
に
佐
世
保
北
、

北
松
、
平
戸
の
三
支
部
が
目
標

の
組
織
の
二
・
五
倍
を
達
成
し
、

取
り
組
み
に
大
き
な
力
と
な
り

ま
し
た
。

ハ
ガ
キ
要
請
は
組
合
員
と
家

族
の
声
を
直
接
伝
え
る
運
動
で

す
。
組
合
は
山
の
よ
う
に
届
い

た
ハ
ガ
キ
に
無
駄
が
な
い
よ
う

に
点
検
し
、
厚
生
労
働
省
と
財

務
省
へ
全
通
投
函
し
ま
し
た
。

今
回
の
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
に
、

ご
協
力
い
た
だ
い
た
組
合
員
・

ご
家
族
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

労
働
安
全
功
労
賞
受
賞
者

若
杉

重
信

若

杉

建

設
（
中
央
支
部
）

相
川

政
敏

あ
い
か
わ
建
設
（
大
浦
支
部
）

小
松

満
喜

（
市
南
支
部
）

野
口

博
之

野
口
工
務
店
（
東
長
崎
支
部
）

中
尾

貢

�
中
尾
住
宅
産
業
（
浦
上
西
支
部
）

小
田

良
太

小

田

建

設
（
浦
上
東
支
部
）

森

�

森

建

築
（
西
彼
支
部
）

木
下

忠
明

木
下
工
務
店
（
諫
早
支
部
）

平
内

末
雄

平
内
左
官
工
業
（
大
村
支
部
）

山
田

哲
夫

�

山

田

組
（
島
原
支
部
）
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２００７年１２月１５日

１部２０円 組合員の購読料は組合費に含みます

年末年始のお知らせ
仕事納め １２月２９日�
仕事初め １月５日�

事務処理は１２月２８日迄、通常業務は１月７日より

予
算
要
求
・
生
活
危
機
突
破

ごご
協協
力力
ああ
りり
がが
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
しし
たた

国保予算ハガキ
１８，０７６通

全
建
総
連
１１
・
２２
中
央
総
決
起
大
会

12

各支部の集約状況
平成１９年１１月１３日現在
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▲ 厚生労働省・保険局へ要請

１ 毎月１回１５日発行 ２００７年（平成１９年）１２月１５日発行建 設 長 崎第５１０号 （１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可）	



「
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
」

に
つ
い
て
再
認
識
し
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
、
十
一
月
二
十

四
日
〜
二
十
五
日
の
二
日
間

『
も
の
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ
２
０

０
７
』
が
、
長
崎
市
浜
ん
ま
ち

ベ
ル
ナ
ー
ド
観
光
通
り
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

県
・
県
職
業
能
力
開
発
協
会

そ
し
て
県
技
能
士
会
連
合
会
が

主
催
。

催
し
に
は
建
築
や
服
飾
・
フ

ラ
ワ
ー
装
飾
・
調
理
等
の
出
展

ブ
ー
ス
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
技

能
士
に
よ
る
実
演
や
作
品
展
示

が
あ
り
ま
し
た
。

建
設
長
崎
（
技
能
士
会
）
の

ブ
ー
ス
で
は
、
神
社
仏
閣
仕
様

「
二
軒
の
模
型
」展
示
と
、「
万

能
腰
掛
け
」
製
作
を
行
い
ま
し

た
。体

験
（
製
作
）
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
両
日
と
も
に
た
く
さ
ん
の

来
場
者
で
賑
わ
い
を
見
せ
、

ブ
ー
ス
内
に
は
、
ト
ン
ト
ン
金

づ
ち
を
叩
く
音
が
響
き
渡
り
、

一
三
〇
組
（
二
日
間
分
）
を
準

備
し
た
予
約
券
が
、
す
ぐ
に
無

く
な
る
程
の
人
気
の
コ
ー
ナ
ー

で
し
た
。

製
作
に
参
加
し
た
親
子
は
、

作
り
上
げ
た
作
品
を
見
て
満
足

げ
に
持
ち
帰
っ
て
ま
し
た
。

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
早
い

も
の
で
も
う
十
二
月
、
十
一
月

中
旬
か
ら
急
に
冷
え
込
ん
で
き

ま
し
た
。一
部
の
記
事
で
は「
夏

の
後
は
冬
に
な
っ
た
、
秋
が
な

い
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
発
表

し
て
い
ま
し
た
。

寒
さ
厳
し
い
季
節
を
迎
え
ま

す
、
お
体
を
大
切
に
、
ま
た
、

安
全
に
気
を
つ
け
て
お
仕
事
に

お
励
み
く
だ
さ
い
。
十
月
十
一

月
は
行
事
が
本
当
に
多
い
時
期

で
す
。
追
悼
式
、
慰
霊
祭
、
各

学
校
の
文
化
祭
や
記
念
式
典
な

ど
。
さ
ら
に
は
、
地
域
の
お
祭

り
も
目
白
押
し
、
長
崎
く
ん
ち

に
始
ま
り
、
各
地
の
お
く
ん
ち
、

よ
さ
こ
い
佐
世
保
、
森
山
町
の

よ
ら
ん
ね
祭
り
、
す
べ
て
の
祭

り
が
年
々
に
ぎ
や
か
に
な
っ
て

い
ま
す
。
地
域
の
活
性
化
？
の

現
れ
な
ら
い
い
の
で
す
が
、
長

崎
県
の
経
済
は
一
向
に
上
向
き

に
な
り
ま
せ
ん
。

十
一
月
七
日
か
ら
九
日
ま
で

経
済
労
働
委
員
会
の
県
外
視
察

で
神
奈
川
県
に
行
っ
て
来
ま
し

た
。
県
産
品
の
セ
ー
ル
が
開
か

れ
て
い
る
玉
川
高
島
屋
、
さ
す

が
首
都
圏
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に

立
地
す
る
だ
け
あ
っ
て
、
人
の

出
入
り
は
長
崎
と
比
べ
け
た
違

い
で
す
。

後
、
産
業
立
地
の
状
況
視
察

で
、
製
造
業
の
現
場
や
展
示
施

設
な
ど
を
回
り
ま
す
。
最
終
日

は
、
神
奈
川
県
庁
で
商
工
労
働

部
と
の
意
見
交
換
、
行
政
規
模

の
差
も
非
常
に
感
じ
た
視
察
で

も
有
り
ま
し
た
。

県
議
会
議
員

金
子
三
智
郎

体験コーナーは
２日間ともに大人気

平
成
十
九
年
十
一
月
五
日
�

に
本
部
主
婦
会
日
帰
り
研
修
会

を
少
し
色
づ
き
始
め
た
雲
仙
・

『
ホ
テ
ル
東
洋
館
』
で
開
催
し

ま
し
た
。
当
日
は
生
憎
の
雨
模

様
で
し
た
が
、
県
下
各
地
よ
り

九
十
五
名
の
主
婦
の
皆
様
と
書

記
局
員
を
含
め
て
、
百
二
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
岡
崎
副
会
長

の
開
会
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
荒

木
主
婦
会
会
長
の
挨
拶
に
つ
づ

い
て
、
金
子
執
行
委
員
長
よ
り

県
議
会
の
様
子
や
、
公
契
約
法

の
重
要
性
に
つ
い
て
の
説
明
を

交
え
な
が
ら
挨
拶
を
頂
き
、
研

修
会
に
入
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
理
事
会
で
提
案
さ

れ
た
よ
う
に
、
四
つ
の
分
科
会

に
分
か
れ
て
自
己
紹
介
を
し
た

後
、「
組
合
に
入
っ
て
よ
か
っ

た
こ
と
」「
主
婦
会
活
動
に
参

加
し
て
」「
ご
主
人
の
仕
事
に

つ
い
て
」
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、

話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。
一
時

間
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
仕
事
確
保
に

対
す
る
意
欲
的
な
意
見
も
出
て
、

実
の
あ
る
話
し
合
い
だ
っ
た
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。

美
味
し
い
昼
食
を
と
っ
た
後

は
温
泉
に
入
る
人
、
カ
ラ
オ
ケ

で
歌
う
人
な
ど
楽
し
い
一
時
を

過
ご
し
、
里
副
会
長
の
閉
会
の

挨
拶
で
終
了
し
ま
し
た
。

十
一
月
二
十

日
�
、
ウ
ェ
ル

シ
テ
ィ
長
崎

（
長
崎
市
茂
里

町
）
に
お
い
て

長
崎
県
技
能
士

大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
今

年
で
三
十
六
回

目
を
迎
え
、
職

業
能
力
開
発
月

間
（
十
一
月
）

行
事
の
一
環
と

し
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

始
め
に
主
催

者
を
代
表
し
て
長
崎
県
知
事
、

県
職
業
能
力
開
発
協
会
会
長
、

県
技
能
士
会
連
合
会
会
長
の
あ

い
さ
つ
が
あ
り
、
来
賓
祝
辞
に

続
い
て
、
叙
勲
・
褒
賞
受
賞
者

の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、「
現
代
の
名
工
」
厚

生
労
働
大
臣
表
彰
受
賞
者
、「
優

れ
た
技
能
者
」
長
崎
県
知
事
表

彰
受
賞
者
の
紹
介
後
、
職
業
能

力
開
発
功
労
者
と
し
て
、
長
崎

県
建
設
技
術
学
院
本
部
の
中
山

悟
さ
ん
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

今
回
の
平
成
十
九
年
度
前
期

技
能
検
定
合
格
者
は
、
造
園
、

建
築
板
金
、
建
具
製
作
、
と
び
、

左
官
、
内
装
工
な
ど
一
級
合
格

者
一
一
七
名
、
二
級
合
格
者
一

四
六
名
、
単
一
等
級
合
格
者
四

名
、
三
級
合
格
者
一
二
一
名
で

し
た
。

県
議
会
だ
よ
り
７

「
二
軒
の
模
型
」
展
示

「
万
能
腰
掛
け
」
作
り

長
崎
県
技
能
士
大
会

前
期
の
合
格
者
三
八
八
名

本部主婦会

日日 帰帰 りり 研研 修修 会会

働きながら高度な技術・技能の知識を修得しよう！

二級建築士、技能士の資格取得の早道 平成２０年度学院生募集

募集人員
木造建築科

１０
０
０
０

建築設計科
２０
１０
１０
１０

電 話

０９５‐８６１‐９２６１
０９５７‐６３‐１２９７
０９５７‐５３‐８３８５
０９５６‐３３‐０９４４

所 在 地

長崎市城山町１７－５８
島原市秩父ケ浦町２６６９－８
大村市玖島１丁目４９－２
佐世保市大黒町５３４－１８

学 院 名

長崎建設技術専門学院
島原建設技術専門学院
大村建設技術専門学院
佐世保建設技術専門学院

県下各地より１０２名が参加
テーマに添って４分科会で話し合い

詳細についてのお問い合わせは各専門学院までお願い致します。

▲「みんなの技能のひろば」長崎高等技術専門校

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５１０号 ２�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２００７年（平成１９年）１２月１５日発行



中
央
支
部
茂
木
分
会

参
加
者

（
敬
称
略
）

坂
口

忠
義

山
口

龍
志

太
田

俊
一

太
田

寿
俊

大
平

高
好

田
森

勝

馬
渡

正
幸

川
原

亀
喜

栗
田

芳
男

山
口
大
志
郎

小
松
賢
二
郎

馬
場
ヒ
ロ
子

栗
田
ミ
ド
リ

川
原

幸
枝

内
野

計
子

太
田

昌
子

山
口
美
佐
江

金
子
喜
久
江

東
長
崎
支
部
古
賀
分
会

参
加
者

（
敬
称
略
）

牧
島

貢

岩
永

和
範

寺
田

正
徳

井
手

貞
夫

松
田

六
広

赤
瀬

勇

若
杉

一
之

藤
本

稔
美

赤
松

明
敏

野
口

博
之

木
下
千
代
蔵

牧
島

愛
子

里

雄
二
郎

松
尾

昭
幸

本
田

隆
彦

荒
木

八
男

渡
辺
の
り
子
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十
一
月
三
日
�
前
日
か
ら
の

急
激
な
冷
え
込
み
に
よ

り
、
す
っ
か
り
秋
模
様
と
な
っ

た
文
化
の
日
、
茂
木
分
会
で
は

『
茂
木
地
区
ふ
れ
あ
い
祭
り
』

に
合
わ
せ
て
の
住
宅
フ
ェ
ア
を

組
合
員
・
主
婦
会
合
わ
せ
て
十

八
名
の
参
加
で
、
茂
木
の
フ
ェ

リ
ー
乗
り
場
に
お
い
て
開
催
し

ま
し
た
。

ビ
ワ
と
漁
港
の
町
と
し
て
知

ら
れ
る
茂
木
地
区
と
あ
っ
て

『
マ
ナ
板
削
り
』
で
は
、
真
ん

中
が
ボ
ッ
コ
リ
へ
こ
ん
だ
マ
ナ

板
を
持
っ
て
来
ら
れ
る
方
が
多

く
、
持
っ
て
き
た
マ
ナ
板
が
半

分
以
上
削
ら
れ
る
事
も
し
ば
し

ば
見
受
け
ら
れ
た
り
、
カ
ン
ナ

屑
か
ら
は
時
お
り
魚
の
匂
い
が

漂
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

包
丁
研
ぎ
の
方
で
は
研
ぎ
手

が
幾
分
少
な
か
っ
た
に
も
係
わ

ら
ず
、
毎
日
の
よ
う
に
魚
と
格

闘
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ

れ
る
歯
が
凸
凹
し
た
出
刃
包
丁

や
刺
し
身
包
丁
な
ど
を
丁
寧
に

研
ぎ
上
げ
て
い
ま
し
た
。

マ
ナ
板
や
ス
ノ
コ
販
売
に
お

い
て
は
商
品
が
売
れ
る
度
に
山

口
副
支
部
長
の
『
お
買
い
上
げ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
』

の
声
が
掛
け
ら
れ
、
忙
し
い
中

に
も
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
田
上
市
長
が
お

見
え
に
な
り
、
建
設
長
崎
の
テ

ン
ト
に
立
ち
寄
ら
れ
坂
口
支
部

長
が
作
ら
れ
た
花
台
を
購
入
し

て
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
手
に

持
っ
て
主
婦
会
の
皆
さ
ん
と
記

念
撮
影
と
い
っ
た
一
場
面
も
あ

り
ま
し
た
。

そ
う
し
て
い
る
内
に
い
つ
の

間
に
か
終
了
の
時
間
を
迎
え
、

一
四
四
本
の
包
丁
研
ぎ
と
、
十

一
枚
の
マ
ナ
板
削
り
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

最
後
に
茂
木
分
会
の
皆
さ
ん

に
は
、
今
回
分
会
主
催
と
い
う

こ
と
で
事
前
準
備
か
ら
当
日
の

様
々
な
お
世
話
な
ど
大
変
ご
足

労
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
頂
き
ま

し
た
そ
の
他
の
皆
さ
ん
に
も
毎

度
の
事
な
が
ら
大
変
お
世
話
に

な
り
、
本
当
に
ど
う
も
お
疲
れ

様
で
し
た
。

（
大
賀
）

来
場
者
に
は
、

来来
場場
者者
にに
はは
、、

ま
な
板
・
ス
ノ
コ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

まま
なな
板板
・・
スス
ノノ
ココ
のの
ププ
レレ
ゼゼ
ンン
トト

十
一
月
十
一
日
�
、
つ
つ
じ

が
丘
一
・
二
丁
目
集
会

場
に
て
、
古
賀
分
会
住
宅
デ
ー

を
開
催
し
ま
し
た
。

初
め
て
の
会
場
で
、
し
か
も

住
宅
街
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

ど
れ
だ
け
の
来
客
が
あ
る
の
か

心
配
し
ま
し
た
が
、
ま
な
板
・

ス
ノ
コ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
い
う

チ
ラ
シ
配
布
の
効
果
も
あ
り
、

多
数
の
来
場
者
が
訪
れ
、
会
場

は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

な
か
に
は
、
昔
大
工
さ
ん
に

貰
っ
た
カ
ン
ナ
と
ノ
ミ
を
日
曜

大
工
で
使
い
た
い
の
で
、
研
い

で
下
さ
い
と
い
う
人
も
現
れ
、

研
い
だ
つ
い
で
に
カ
ン
ナ
台
を

手
直
し
し
て
や
る
と
、
そ
の
削

れ
方
に
驚
き
、
来
年
も
是
非
こ

こ
で
、
開
催
し
て
下
さ
い
と
お

願
い
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
住
宅
相
談
も
あ
り
、

有
意
義
な
住
宅
デ
ー
と
な
り
ま

し
た
。

（
尾
崎
）

絶
好
の
行
楽
日
和
に
恵
ま

れ
た
十
一
月
十
一
日
�
、

大
浦
支
部
で
は
組
合
員
・
主
婦

会
合
わ
せ
て
二
十
四
名
の
参
加

で
十
数
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
る

支
部
旅
行
を
一
泊
二
日
の
行
程

で
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
一
日
目
が
ア
ル
コ
ー

ル
堪
能
コ
ー
ス
で
、
日
田
の

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
工
場
と
、
い

い
ち
こ
蒸
留
工
場
の
見
学
を
行

い
ま
し
た
。
試
飲
コ
ー
ナ
ー
で

は
出
来
立
て
ビ
ー
ル
や
焼
酎
の

原
酒
、
健
康
酢
飲
料
な
ど
を
堪

能
し
つ
つ
、
お
気
に
入
り
の
商

品
を
た
く
さ
ん
お
土
産
に
購
入

し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

み
ょ
う
ば
ん

二
日
目
は
、
明
礬
温
泉
『
湯

の
花
小
屋
』
を
見
学
後
、
や
ま

な
み
ハ
イ
ウ
ェ
イ
を
通
り
、
車

窓
か
ら
紅
葉
を
見
学
し
な
が
ら

湯
布
院
へ
。
あ
い
に
く
小
雨
交

じ
り
の
肌
寒
い
天
候
と
な
り
ま

し
た
が
、
ガ
イ
ド
さ
ん
の
先
導

で
金
鱗
湖
を
見
学
後
、
全
体
写

真
の
撮
影
を
済
ま
せ
て
か
ら
昼

食
ま
で
の
間
、
各
自
で
湯
布
院

の
町
並
を
自
由
散
策
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
最
後
の
見
学
は
今
年

の
各
支
部
旅
行
で
ブ
ー
ム
と

な
っ
て
い
る
『
九
重
夢
大
吊

橋
』
へ
。
道
中
、
大
渋
滞
に
巻

き
込
ま
れ
る
ア
ク
シ
デ
ン
ト
も

あ
り
ま
し
た
が
、
吊
り
橋
で
は

皆
さ
ん
寒
さ
と
足
元
の
フ
ラ
つ

き
に
時
お
り
気
を
取
ら
れ
な
が

ら
も
紅
葉
が
見
頃
を
迎
え
た
鮮

や
か
な
景
色
を
皆
さ
ん
楽
し
ん

で
お
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
道
中
の
車
内
で
は
香

ば
し
い
お
つ
ま
み
と
お
酒
の
匂

い
を
プ
ン
プ
ン
漂
わ
せ
な
が
ら

ほ
ろ
酔
い
気
分
で
参
加
者
全
員

の
自
己
紹
介
や
、
カ
ラ
オ
ケ
・

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
等
で
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
夜

の
交
流
会
で
は
、
ガ
イ
ド
さ
ん

に
習
い
た
て
の
各
国
の
乾
杯
の

音
頭
（
宴
会
は
イ
タ
リ
ア
語
）

で
始
ま
り
、
大
浦
支
部
な
ら
で

は
の
華
や
か
な
踊
り
や
爆
笑
芸

等
も
飛
び
出
し
て
、
楽
し
い
一

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
今
回
は
支
部
大
会

後
の
急
な
企
画
に
も
係
わ
ら
ず

参
加
頂
き
ま
し
た
皆
さ
ん
、
ま

た
次
回
は
今
回
以
上
の
参
加
者

で
、
よ
り
楽
し
い
支
部
旅
行
が

お
こ
な
え
る
よ
う
に
、
今
後
と

も
支
部
諸
活
動
を
大
い
に
盛
り

上
げ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
大
賀
）

十数年ぶりに支部旅行十数年ぶりに支部旅行十十数数年年ぶぶりりにに支支部部旅旅行行６６４４名名のの参参加加でで
ググララウウンンドドゴゴルルフフ大大会会

十
月
二
十
八
日
�
、
大
村

市
民
体
育
館
跡
地
に
お

い
て
、
支
部
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

と
し
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
青
空
広
が
る
大
変

良
い
天
気
に
恵
ま
れ
、
六
十
四

名
の
参
加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
初
め
て

プ
レ
ー
す
る
人
も
取
り
組
め
る

ス
ポ
ー
ツ
で
、
今
回
は
、
分
会

対
抗
・
個
人
戦
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
子
供
た

ち
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
く
プ

レ
ー
し
て
い
ま
し
た
。
分
会
対

抗
は
西
大
村
分
会
が
優
勝
し
、

個
人
戦
は
井
手
昭
弘
さ
ん
が
優

勝
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
参
加
者
皆
さ
ん

か
ら
楽
し
か
っ
た
と
の
感
想
が

あ
り
、
こ
れ
も
参
加
者
皆
さ
ん

の
協
力
と
、
開
催
に
至
る
ま
で

の
役
員
さ
ん
の

事
前
準
備
の
お

陰
だ
と
思
い
ま

す
。
次
回
は
更

に
盛
り
上
が
る

よ
う
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い

ま
す
。（
立
野
）

中央支部［茂木分会］

東長崎支部［古賀分会］

大村支部

大浦支部

��
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2007年の主な出来事�2007年の主な出来事�2007年の主な出来事�

●
第
七
十
八
回
メ
ー
デ
ー

●
賃
金
宣
伝
行
動

●
九
地
協
青
年
部
交
流
集
会

（
五
月
十
三
日
〜
十
四
日
）

九
州
各
県
連
・
組
合
か
ら
九

五
名
の
若
者
が
長
崎
で
交
流

●
九
地
協
企
業
交
渉

大
手
建
設
・
住
宅
企
業
２４
社

に
対
し
、
九
州
各
県
か
ら
９７

名
が
結
集
し
、
要
請
行
動
を

行
う

●
建
設
長
崎
新
春
旗
開
き

（
一
月
五
日
）

仕
事
確
保
・
組
織
強
化
統
一

自
治
体
選
挙
勝
利
を
め
ざ
し

て
一
九
〇
名
が
出
席

●
各
支
部
新
春
旗
開
き

（
一
月
十
二
日
〜
一
月
二
十
六
日
）

●
中
小
建
設
業
協
会
新
春
交
流

会
・
新
春
講
演
会（

一
月
十
一
日
）

●
本
部
主
婦
会
新
年
の
集
い

（
一
月
二
十
九
日
）

●
消
費
税
申
告
受
付
・
一
括
申
告

組
合
を
通
じ
て
三
四
九
名
申

告
●
生
活
危
機
突
破
総
決
起
集
会

（
三
月
二
十
四
日
）

●
長
建
国
保
・
健
康
保
険
更
新

受
付

●
建
設
業
許
可
の
変
更
届
受
付

（
個
人
）

●
青
年
技
能
競
技
大
会

（
六
月
十
日
）

六
支
部
よ
り
１４
名
が
参
加
し

「
四
方
転
び
踏
み
台
」に
挑
戦

●
青
年
部
大
会

次
代
を
担
う
青
年
部
員
９５
名

が
集
結

●
支
部
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
六
月
三
日

優
勝：

大
村
支
部
）

●
金
子
三
智
郎
県
議
誕
生
！

前
田
か
ら
金
子
へ
バ
ト
ン

タ
ッ
チ

景
気
浮
揚
、
技
能
労
働
者
へ

の
支
援
を
訴
え
江
口
・
前
田

と
続
い
た
建
設
長
崎
で
議
席

を
守
る

●
専
門
学
院
入
校
式

●
労
働
保
険
年
度
更
新
受
付

●
二
・
一
四
建
設
長
崎
総
決
起
集
会

（
二
月
十
四
日
）

も
う
ガ
マ
ン
出
来
な
い
！
怒

り
の
集
会
（
三
九
八
名
）

●
所
得
税
の
申
告
受
付
・
一
括
申
告

組
合
を
通
し
て
二
四
二
八
名

が
申
告

●
各
支
部
賃
金
活
動
者
会
議
を
開
催

建
設
技
能
者
・
職
人
の
賃
金

と
就
労
日
数
の
確
保
を
目
指

し
各
支
部
で
開
催

●
本
部
主
婦
会
日
帰
り
研
修
会

（
十
一
月
五
日
）

●
労
働
安
全
推
進
大
会

（
十
一
月
九
日
）

●
県
土
木
委
員
会
と
の
意
見
交

換
会

（
十
一
月
七
日
）

●
住
宅
ロ
ー
ン
基
礎
知
識
講
習

会

（
十
一
月
十
四
日
）

●
も
の
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ
二
〇

〇
七

（
十
一
月
二
十
四
日
〜
二
十
五
日
）

●
長
崎
県
技
能
士
大
会

（
十
一
月
二
十
日
）

●
予
算
要
求
・
中
央
総
決
起
大

会

（
十
一
月
二
十
二
日
）

●
建
設
労
働
一
一
〇
番

（
十
一
月
二
十
五
日
）

●
通
信
員
会
議（

十
一
月
二
十
八
日
）

●
各
支
部
住
宅
デ
ー
開
催

包
丁
研
ぎ
・
木
工
教
室
・
住

宅
相
談
等
を
実
施

●
秋
季
拡
大
行
動
の
取
り
組
み

ス
タ
ー
ト

●
県
土
木
委
員
会
と
の
意
見
交

換
会

（
九
月
五
日
）

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

●
石
綿
作
業
主
任
講
習

（
九
月
十
三
日
・
十
四
日
）

諫
早
市

●
建
設
長
崎
第
六
十
二
回
定
期

大
会

（
七
月
十
四
日
・
十
五
日
）

活
力
あ
る
組
合
づ
く
り
に
邁

進
し
組
合
強
化
拡
大
を
図
ろ

う
！

●
七
・
二
三
総
決
起
集
会

賃
金
・
工
事
単
価
の
確
保
、

労
働
条
件
の
改
善
を
求
め
て

開
催

●
長
崎
県
土
木
部
長
交
渉

（
七
月
二
十
日
）

●
第
２１
回
参
議
院
議
員
選
挙

大
久
保
ゆ
き
し
げ（
選
挙
区
）

山
内
ト
ク
シ
ン
（
比
例
区
）

が
当
選

●
ハ
ガ
キ
要
請
行
動

特
別
助
成
満
額
確
保
に
む
け

て
実
施

●
税
金
学
習
会
の
開
催

●
労
働
保
険
学
習
会
の
開
催

●
島
原
市
・
南
島
原
市
・
雲
仙

市
・
島
原
振
興
局
交
渉

（
十
二
月
十
四
日
）

●
組
合
員
・
家
族
慰
安
大
運
動
会

（
十
月
）

●
全
建
総
連
宮
城
大
会

（
十
月
十
七
日
〜
十
九
日
）

●
佐
世
保
よ
さ
こ
い
祭
り

（
十
月
二
十
六
日
〜
二
十
九
日
）

●
ま
ち
づ
く
り
総
合
住
宅
フ
ェ
ア

（
十
月
二
十
七
日
〜
二
十
八
日
）

●
役
員
学
習
会
開
催

長
崎
・
県
央
・
県
北
の
三
会

場
で
実
施

●
各
支
部
大
会
の
開
催

（
八
月
二
十
日
〜
九
月
五
日
）

全
体
一
〇
七
七
名
が
出
席

●
原
爆
殉
難
者
慰
霊
祭
・
職
人

の
つ
ど
い

（
八
月
九
日
）

映
画「
ア
ン
ジ
ェ
ラ
ス
の
鐘
」

を
上
映
し
平
和
を
訴
え
る

●
浦
上
川
万
灯
流
し

世
界
の
恒
久
平
和
を
願
い
開

催
●
中
小
建
設
業
協
会
第
三
十
二

回
総
会

（
八
月
三
日
）

旗
開
き

税
金

定
期
大
会

支
部
大
会
・
慰
霊
祭

国
保
更
新

統
一
自
治
体
選
挙

住
宅
デ
ー

運
動
会

仕
事
と
賃
金
確
保

技
能
競
技
大
会

労
働
安
全
大
会

予
算
要
求
行
動
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不健康な生活習慣�

生活習慣病の進行�

内臓肥満�

重い障害・死亡�

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク�

シ
ン
ド
ロ
ー
ム�

（
予
備
群
含
む
）�

動脈硬化の進行�

重症化・合併症の発症�

不適切な食生活、運動不足、喫煙習慣、ストレス　など� 新
し
い
健
診
で
は
、
こ
の
段
階
で�

異
常
を
発
見
し
、
保
健
指
導
に
よ�

り
状
態
の
改
善
に
つ
な
げ
ま
す�

代謝の異常�

高血糖�

糖尿病�

心臓病・脳卒中などの循環器病�
糖尿病の合併症（腎臓病・失明）等へ進行�

脂質異常�

高脂血症�

高血圧�

高血圧症� の発症�

半身の麻痺　日常生活の支障　認知症�

厚生労働省資料をもとに作成�

健

糖

増

メ

康診断のしくみが大きく変わります。平

成２０年４月１日より始まる新しい健診と

は、これまで目標としてきた「病気の早期発見・

早期治療」から「病気になる前にまず予防」を

基本とし、中でも有病者・予備群が日本人４０歳

～７４歳までの中高年男性の２人に１人、女性で

５人に１人といわれているメタボリックシンド

ローム（内臓脂肪症候群）の予防に着目して行

われる健診（「特定健康診査」）であり、さらに

健診結果によってメタボリックシンドロームの

リスクに応じて生活習慣の改善等の指導（「特

定保健指導」）が実施されます。

この特定健康診査（特定健診）・特定保健指

導については、４０歳～７４歳までの被保険者を対

象とし、長建国保などの医療保険者に対して毎

年実施することが法律上義務付けられました。

ぜひ、この機会に毎年１回は健診を受けてい

ただき、生活習慣病の予防など組合員とご家族

皆様の健康づくりにお役立て下さい。

尿病や高血圧などの生活習慣病は各々独

立した病気ではありますが、その根元に

あるのが内臓に脂肪が蓄積される肥満にありま

す。その内臓脂肪型肥満によって様々な病気を

引き起こしやすい状態をメタボリックシンド

ローム（内臓脂肪症候群）といいます。

この状態になりますと動脈硬化の急速化や糖

尿病などの生活習慣病を悪化させ、心臓病・脳

卒中等の循環器病、糖尿病の合併症を招く恐れ

があります。

え続ける国民医療費の多くを占めている

のが生活習慣病です。今回より実施され

る“特定健診”では、このメタボリックシンド

ロームやその予備群を早期に見つけ出し、適切

な改善指導により各々の状態に即した効果的な

予防を行うことができます。被保険者の皆様が

生活習慣病に対する予防意識をより深めていた

だくことで深刻化する国民医療費急増の抑制に

もつながります。

タボリックシンドロームに着目した特定

健診では、健診対象者全員が必ず受ける

基本的な健診と、医師が必要と判断した場合に

選択的に受ける詳細な健診が行われます。

また、この特定健診の特徴として、健診後に

は健診結果に基づき、健康的な生活習慣の実践

を促すための保健指導を行うことに重点が置か

れていますので、保健指導を必要とする人を的

確に抽出するための検査項目が設定されていま

すので安心して受診できます。

○

○

○

■

○

■

□

□

□

○

□

□

○…必須項目 平成１９年９月１日現在

□…医師の判断に基づき選択的に実施する項目

■…腹囲と内臓脂肪面積はいずれか、空腹時血糖とヘモグロビンA１cはそのいずれかの項目で実施可

AST（GOT）

ALT(GPT）

γ－GT（γ－GTP）

空腹時血糖

半定量

ヘモグロビンＡ１ｃ

ヘマトグリット値

血色素測定

赤血球数

半定量

１２誘導心電図

尿糖

尿蛋白

肝機能

代謝系

血液一般

尿・腎機能

心機能

眼底検査

○

○

○

○

■

■

○

○

○

○

○

質問（問診）

身長

体重

肥満度・標準体重

腹囲

内臓脂肪面積

理学的所見（身体診察）

血圧

中性脂肪

HDLコレステロール

LDLコレステロール

計
測診 察

脂 肪
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佐
世
保
市
亜
熱
帯
動
植
物
園

７０～７４歳の方の
窓口負担の見直しについて

二
十
名
、熱
い
心
で

二二
十十
名名
、、熱熱
いい
心心
でで

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ボボ
ララ
ンン
テテ
ィィ
アア

十
月
二
十
八
日
、
秋
晴
れ
の

一
日
、
地
域
の
活
性
化
を
願
い
、

佐
世
保
市
亜
熱
帯
動
植
物
園
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
。

今
回
の
活
動
は
、
動
植
物
園

の
江
頭
園
長
か
ら
の
要
請
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。

突
然
電
話
が
あ
り
、
住
宅

フ
ェ
ア
ー
等
で
活
動
さ
れ
て
い

る
、
プ
ロ
の
団
体
の
お
力
を
借

り
た
い
、
市
民
の
力
に
よ
り
園

を
活
性
化
さ
せ
、北
海
道
の「
旭

山
動
物
園
み
た
い
に
活
性
化
し
、

多
く
の
人
た
ち
が
来
園
し
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
動
植
物
園
に
し

た
い
」
と
の
熱
い
思
い
を
話
さ

れ
ま
し
た
。

会
員
の
皆
さ
ん
の
同
意
を
得
、

協
力
が
な
い
と
実
現
で
き
な
い

の
で
、
会
議
を
開
く
こ
と
に
し

ま
し
た
。

そ
の
前
に
、
小
林
副
会
長
と

一
緒
に
園
長
と
十
月
十
七
日
に

会
い
話
し
ま
し
た
。

園
長
は
「
二
十
一
日
に
で
き

な
い
だ
ろ
う
か
？
」
と
の
こ
と

だ
っ
た
が
ま
だ
会
議
も
し
て
な

い
し
、
あ
ま
り
に
も
急
な
の
で

次
週
以
降
で
な
い
と
で
き
な
い

と
言
い
ま
し
た
。

次
週
、
二
十
八
日
は
、
佐
世

保
よ
さ
こ
い
祭
り
と
重
な
り
、

ど
う
だ
ろ
う
と
思
い
な
が
ら
も
、

子
熊
の
こ
と
を
想
う
と
、
何
と

か
し
な
く
ち
ゃ
と
の
思
い
で
し

た
。十

九
日
、
業
者
会
役
員
会
を

開
催
。
全
員
一
致
で
、
全
体
会

議
に
掛
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。二

十
四
日
、
協
会
総
会
で
決

定
し
、
二
十
八
日
、
放
餌
場
の

遊
具
、
ス
テ
ー
ジ
造
り
と
な
り

ま
し
た
。

二
十
八
日
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作

業
。
当
日
は
快
晴
。

当
日
参
加
し
た
会
員
企
業
十

四
社
。
事
務
局
含
め
二
十
名
で

始
め
ま
し
た
。

八
時
三
〇
分
集
合
。
園
の
正

面
に
は
、「
た
だ
い
ま
中
小
建

設
業
協
会
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
中
」
の
看
板
も
出
し
ま

し
た
。
作
業
を
す
る
獣
舎
の
周

り
に
は
中
小
建
設
業
協
会
の
ノ

ボ
リ
と
看
板
を
立
て
準
備
万
端
。

江
頭
園
長
の
挨
拶
、
と
感
謝

の
言
葉
を
受
け
て
作
業
開
始
。

参
加
者
を
二
つ
に
分
け
、
成
獣

舎
を
業
者
会
の
吉
元
理
事
、
子

熊
舎
を
塚
本
理
事
を
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
担
当
。

皆
一
生
懸
命
、
こ
こ
ぞ
と
ば

か
り
力
を
出
し
て
い
ま
し
た
。

図
面
は
、
園
長
の
イ
メ
ー
ジ
図
、

そ
の
園
長
の
思
い
に
い
か
に
応

え
る
か
が
大
切
で
し
た
。
子
熊

た
ち
は
、
ど
の
よ
う
に
動
く
の

だ
ろ
う
か
、
ど
の
よ
う
に
し
て

や
っ
た
が
楽
し
く
園
で
の
生
活

が
送
れ
る
だ
ろ
う
か
。
又
、
来

園
者
が
動
物
を
見
や
す
く
す
る

に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
の
か
と

考
え
な
が
ら
。

作
る
わ
れ
わ
れ
が
、
子
熊
の

想
い
や
、
来
園
者
、
小
さ
な
子

供
た
ち
の
想
い
に
な
っ
て
の
作

業
と
な
り
ま
し
た
。

十
一
時
近
く
に
な
る
と
、
テ

レ
ビ
局
三
局
、
新
聞
社
三
社
が

取
材
に
来
ま
し
た
。

「
こ
れ
ボ
ラ
ン
テ
ア
で
す
よ

ね
ー
」「
皆
さ
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
、
本
来
の
仕
事
で
す
よ

ね
ー
」
と
あ
る
局
は
不
思
議
そ

う
な
感
じ
で
聞
い
て
き
ま
し
た
。

本
来
の
仕
事
を
「
ボ
ラ
ン
テ

ア
で
や
る
」
こ
と
は
一
般
的
に

は
不
思
議
な
こ
と
な
の
か
と
感

じ
ま
し
た
。そ
の
質
問
に
は「
皆

は
、
自
分
が
役
に
た
つ
の
な
ら
、

園
や
、
市
の
活
性
化
に
つ
な

が
っ
て
行
く
よ
う
に
な
る
と
い

い
」
そ
ん
な
思
い
で
参
加
し
て

る
ん
で
す
よ
と
こ
た
え
ま
し
た
。

お
昼
は
全
員
が
お
な
じ
弁
当

を
食
べ
な
が
ら
午
後
か
ら
の
段

取
り
を
話
し
た
り
、
雑
談
で
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

全
員
が
一
丸
と
な
り
、
日
、

一
日
を
精
い
っ
ぱ
い
共
に
頑
張

り
ま
し
た
。
我
々
の
願
い
の
こ

も
っ
た
、
遊
具
、
ス
テ
ー
ジ
で
、

子
熊
が
伸
び
伸
び
と
成
長
し
、

地
域
が
活
性
化
し
、
同
時
に
中

小
建
設
協
会
の
発
展
と
、
活
性

化
に
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
を
願

い
な
が
ら
…
…
（
西
野

勉
）

高齢者医療
に関する
お知らせ

今般「与党高齢者医療制度に関
するプロジェクトチーム」におい
て、７０～７４歳の方が医療機関で治
療を受けたときにお支払いいただ
く窓口負担について、次の通り取
りまとめられ、政府としても実施
することとされましたので、その
内容をお知らせします。
尚、正式に上記内容が決定され
れば、現在お持ちの高齢受給者証
に「１割（Ｈ２０．４．１診療分から
２割）」と表示されている皆様を
対象にご案内等を行い、来年３月
に新たな高齢受給者証を再発行さ
せていただく予定です。

７０～７４歳の方の
窓口負担について

昨年行われた医療制度改革
により、７０～７４歳の方の窓口
負担については平成２０年４月
より現行１割から２割に引き
上げが予定されていましたが、
平成２０年４月１日から平成２１
年３月３１日までの１年間は窓
口負担が１割に据え置かれま
す。

※尚、すでに３割負担をいただいている方、
および後期高齢者医療制度の対象となる
一定の障害認定を受けた方は除きます。

今
回
は
自
分
達
だ
け
で
行
こ

う
と
平
戸
観
光
バ
ス
に
お
願
い

し
、
男
性
添
乗
員
さ
ん
が
同
行

し
、
そ
れ
が
幸
い
し
た
の
か
？

笑
い
っ
ぱ
な
し
の
旅
行
と
な
り

ま
し
た
。

正
午
、
鹿
児
島
到
着
。
ま
ず

は
、
焼
酎
工
場
見
学
。
本
場
で

飲
む
と
味
も
ま
た
格
別
。
気
が

大
き
く
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
送

料
百
円
よ
、
と
甘
い
言
葉
。
早

速
、
日
ご
ろ
の
感
謝
を
込
め
だ

ん
な
様
に
送
り
ま
す
。
昼
食
後
、

桜
島
経
由
で
い
お
ワ
ー
ル
ド
へ
。

イ
ル
カ
の
シ
ョ
ー
を
見
、
童
心

に
返
り
ま
し
た
。

ホ
テ
ル
に
は
六
時
過
ぎ
に
到

着
。
お
目
当
の
砂
蒸
し
温
泉
に

大
急
ぎ
で
浴
衣
と
ほ
っ
被
り
で

海
岸
へ
。
多
く
の
白
い
頭
が
砂

の
上
に
並
ん
で
い
る
光
景
は
異

様
で
し
た
。
体
か
ら
は
悪
い
も

の
が
す
べ
て
出
て
し
ま
っ
た
よ

う
で
、
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
。
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
体

で
の
宴
会
は
、
大
盛
り
上
が
り
、

大
爆
笑
の
渦
で
す
。

二
日
目
も
ま
だ
ま
だ
馬
力
は

衰
え
ま
せ
ん
。（
砂
ぶ
ろ
効
果

お
そ
る
べ
し
）
最
初
の
観
光
地
、

長
崎
鼻
ま
で
の
車
内
は
カ
ラ
オ

ケ
タ
イ
ム
。
バ
ス
を
降
り
る
と
、

谷
隼
人
が
来
て
い
る
と
の
声
。

あ
っ
と
言
う
間
に
取
り
囲
み
、

握
手
や
記
念
撮
影
で
す
。（
写

真
も
載
せ
て
ね
、
の
リ
ク
エ
ス

ト
に
お
応
え
し
て
…
…
）
こ
の

走
り
、
来
年
の
運
動
会
で
ぜ
ひ

生
か
し
て
下
さ
い
ね
。
晴
れ
渡

る
青
空
の
下
、
長
崎
鼻
か
ら
見

る
開
聞
岳
・
東
シ
ナ
海
は
絶
景

で
し
た
。

次
に
、
枕
崎
か
ら
知
覧
武
家

屋
敷
群
へ
。
こ
こ
は
、
薩
摩
藩

の
外
城
で
、
今
も
屋
敷
は
、
住

居
と
し
て
使
用
さ
れ
、
折
れ
曲

が
っ
た
本
馬
場
通
り
に
沿
っ
て

連
な
る
石
垣
と
生
垣
の
景
観
が

美
し
く
、
町
並
み
全
体
が
箱
庭

の
よ
う
で
し
た
。
行
き
届
い
た

管
理
と
住
人
の
郷
土
愛
に
脱
帽

で
す
。

最
後
は
、
南
蔵
院
・
林
住
職

の
お
話
（
ビ
デ
オ
）
で
旅
行
の

終
了
。
き
っ
と
豊
か
な
気
持
ち

で
新
年
を
迎
え
ら
れ
る
事
で

し
ょ
う
。

皆
様
、
よ
い
お
年
を
。
そ
し

て
、
来
年
も
笑
い
の
絶
え
な
い

年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
…
…

（
値
賀
）
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県北総支部主婦会旅行

▲ ボランティア活動に参加いただいた会員の皆さん

谷隼人と記念撮影
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